
夏休みのあれこれ 
夏休みに入り、市中陸上への参加希望者による練習が本格的になりました。８月６日には、日居城野運

動公園で、町体育協会主催による花巻東高校陸上部顧問の似内先生と遠藤先生、部員の高校生による陸上

教室が行われました。30 分ほどの似内先生による講義の後は、全体でウォームアップをし、高校生と一

緒に種目練習を行いました。体の使い方やトレーニングの仕方について学ぶ良い機会となりました。 

７月はじめに東和地域の文化団体を紹介したことをきっかけに、神楽や生け花へ挑戦した人もいまし

た。生花は希望した３名は、池坊の大野先生から指導を受けながら、自由に生けることに挑戦。生花は想

像以上に集中力が必要で、考えながら生ける難しさを体験していました。 

８月６・７日に行われた土沢まつりへは、総合文化部が製作した七夕飾りが会場に展示され、会場に花

を添えていました。また吹奏楽部による演奏会では、聴いている人たちの手拍子でさらに盛り上がり、思

わず口ずさむ曲が多く、１年生は踊りも披露。地域の祭りを盛り上げた文化部でした。 
８月８・９日には、山形市で東北中学校バドミントン大会が開催。団体戦は、米沢ジュニアバドミント

ンクラブに、第１ダブルス（新田一惺さん・伊藤龍信さん）が勝ちましたが、続くシングルス（大石結士

さん）第２ダブルス（菊池凱斗さん・菊池謙信さん）は負け、１－２で惜敗。強豪相手に、団体メンバー

全員が精一杯戦い抜きました。また、個人戦の大石結士さん・新田一惺さんは、聖ウルスラ学院英智中

（宮城）に第１セット勝ち取ったものの、１－２で惜敗しました。強豪校が多い東北大会で、あきらめず

に最後まで頑張っていました。選手一人ひとりの「輝き」は最高でした。 
８月 10日の花巻市戦没者追悼・平和記念式へは、東和中学校代表として、全校で作成した千羽鶴を堰

根美緒さんが奉呈し、畠山夏花さんが献花を行いました。花巻市は非核平和都市宣言を、平成 18年に行

っています。戦争がない世界、平和な世界を願い、思いをつないでいきたものです。 

ま ほ ろ ば 
＜校訓＞ 『真理を求め友愛に生きる』 

～「ぬくもり」と「輝き」のある東和中学校をめざして～ 
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学校評価のためのアンケート結果より 
 ７月に実施した「まなびフェスト」アンケートへのご協力ありがとうございました。生徒・教職員・保

護者と、共に目標に向かって、２学期も共に進んでいきたいという思いをこめ、結果をお知らせします。 

＜重点１ 学習意欲を高め、基礎・基本を定着させる学習指導＞  %の値は肯定的回答・うち（）は積極肯定回答 

 ％（積極） 目標％ 質問内容 家庭・地域へのお願い 

① 58（20） 80％ 1 日 1 回は発言する生徒 好ましい学習環境整備と日常生活 

② 67（23） 80％ 毎日 1 時間以上家庭学習に取り組む生徒 家庭学習習慣化・TV・ゲーム時間削減 

③ 49（22） 70％ 各種検定試験やコンクール等に挑戦する生徒 挑戦や取組みへの奨励や声がけ 

９割近い生徒が、授業で学習課題を把握し、振り返った際、何が大切だったか分かったと感じている

と回答。一方「一人ひとりの学力向上に努めているか」について、保護者の積極回答は２割ほどでした。

ペアやグループでの話し合い含め、発言や発表する場面を授業に取り入れて、互いに学びあう授業を先生

方も意識していきます。 

また家庭学習については、家庭での声がけや学習環境の整備は３割の積極肯定回答、ネットや携帯電

話・ゲーム利用のルールと声がけについては４割の積極肯定回答という結果でした。家庭学習について

は、１時間という時間枠はもちろん、授業と関連付けたものや ICTを活用した個にあった内容等、取り組

んでいきます。学習した内容が増えていく２学期には、検定挑戦を学習目標することをオススメします。 

＜重点２ 自己理解と望ましい自己実現を目指す生徒指導＞  %の値は肯定的回答・うち（）は積極肯定回答 

 ％（積極） 目標％ 質問内容 家庭・地域へのお願い 

④ 95（64） 90％ 学校に来るのが楽しいと感じる生徒 学校・家庭・地域の見守りや情報交流 

⑤ 90（45） 90％ 自分には良いところがあると思える生徒 地域や家庭での挨拶励行・家族の一

員としての役割分担 

⑥ 64（44） 70％ 月１冊以上読書する生徒 家庭読書・親子読書の奨励 

 子どもの生活の様子を家庭でも聞き、生徒同様９割近くの保護者が、学校生活を楽しく送っていると

感じていました。また「生徒の気持ちを理解し、支援・指導を丁寧に行っているか」の積極回答が２割だ

ったことから、普段の学校生活で相談できるような関係性の構築や雰囲気作り、頑張りへの価値付け等、

生徒一人一人の観察や日々の声がけを、これからより意識して続けて行きたいと思います。  

＜重点３ 体験活動を重視した進路指導＞  %の値は肯定的回答・うち（）は積極肯定回答 

 ％（積極） 目標％ 質問内容 家庭・地域へのお願い 

⑦ 82（51） 80％ 将来の夢や目標を持っている生徒 ⑤と同じ 

 家庭でも「お子さんの良さや将来の夢」について具体的に話している肯定回答が９割を超えています。 

２学期も、将来の夢や目標を持ち、努力し続けるように、東和創造学はもちろん、充実した教育課程に

していきたいと思います。 

＜重点４ たくましく健康な心身の育成＞  %の値は肯定的回答・うち（）は積極肯定回答 

 ％（積極） 目標％ 質問内容 家庭・地域へのお願い 

⑧ 93（66） 90％ 運動に積極的に親しむ生徒 生徒会活動・部活動等への支援・奨励 

 家庭での望ましい生活習慣（生活リズム・睡眠・食生活）の確立については４割の積極肯定回答という

結果でした。２学期は、性教育や薬物乱用防止教育、がん教育等については計画的に実施する予定です。 

＜重点５ 信頼される学校づくり＞  %の値は肯定的回答・うち（）は積極肯定回答 

 ％（積極） 目標％ 質問内容 家庭・地域へのお願い 

⑨ 94（43） 90％ 学校の活動がよく分かる保護者 地域行事等への積極的参加奨励 

 学校では、e メッセージ・市 HP 掲載・紙媒体でお便り等を発行しています。家庭でもお子さんとの会

話がされていることが、アンケートからうかがえました。生徒とも校報や通信を発行した際は、学級内で

も内容について触れ、家庭での話題となるようにしていきたいと思います。 


